
 

EＰIＬＯＧＵＥ 養蚕教師と地域 
 

この展示会では、時代を代表する花形職業であった「養蚕教師」の残した

資料を使って地域の産業史、民俗の一端を探ろうと試みました。地域差にス

ポットをあてることが「民俗」を探るアプローチの一つと考えられます。「養

蚕教師」の仕事は、それとは逆に最新の技術を普及させてまわる、つまり地

域を均一化するものともいえるかもしれません。 

しかし、時代遅れといわれた「支那種」がどうして神奈川で普及したのか、

ここから改良種「相模」が作られたのか。当時の産業史を語る資料からは地

域の特性（＝民俗的なもの）もみえてきます。今回は小林升さんの資料のお

披露目という面がありましたが、この資料を地域、民俗を考える手立てにす

ることにも十分可能性があります。そうなれば、養蚕に対する興味は、より

一層深まることでしょう。 

最後に、この展示会で参考とした文献をご紹介いたします。 
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相模原市立博物館『描かれた農耕の世界』1999 
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